
  

  

 

浜松市障がい者自立支援協議会 西エリア連絡会 

第４回全体会 会議録 

 

１ 開 催 日 時  令和７年３月１０日 午後１時３０分から午後２時２０分 

 

２ 開 催 場 所  西行政センター ２階 ２１会議室 

 

３ 出 席 状 況  ※敬称略 

 

構成員  相談支援事業所まど               

四季の郷        

みなみ         

好生会三方原病院      

浜松市社会福祉協議会西地区センター    

中央区西民生・児童委員協議会     

浜名特別支援学校      

地域包括支援センター雄踏     

 

      事務局  浜松市西障がい者相談支援センター   

           

           

           

浜松市中央福祉事業所社会福祉課西社会福祉Ｇ 

  

 

オブザーバー 浜松市障がい者基幹相談支援センター   

 

       

     ＜欠席者＞ 

構成員  浜松手をつなぐ育成会        

放課後等デイＳＥＳ浜松西校     

 

４ 傍 聴 者  １６人 

 

５ 議 事 内 容  １ 開会 

公開・非公開の別 
□ 公 開 ■部分公開 

□ 非公開 



           ２ 中央福祉事業所社会福祉課専門監挨拶 

          ３ 報告事項 

（１） 市自立支援協議会報告 

質疑応答 

（２）グループホーム事例共有を通じた交流会報告 

   質疑応答 

          ４ 協議事項 

（１） 令和７年度エリア連絡会の活動について 

①全体会構成員と部会メンバーの承認 

②質疑応答 

          ５ その他 

          ６ 閉会 

          

６ 会議録作成者  浜松市中央福祉事業所社会福祉課西社会福祉グループ 

 

７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録 

          録音の有無  有・無 

 

８ 会 議 記 録 

１ 開  会   司会：浜松市西障がい者相談支援センター  

３ 報告事項 

（１） 市自立支援協議会報告 

資料に基づき説明 

 

※質疑応答無し 

 

（２） グループホーム事例共有を通じた交流会報告 

   資料に基づき説明 

    

    ＜質疑応答・構成員からの主な意見＞ 

〇相談支援事業所まど 

・目的にある「今後何かある時には気軽に連絡をし合える」は、交流会 

後、現実に交流しあえているのか。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

：その後の交流については把握できていない。 

    ・こういう取組みは地域連携につながるので、グループホームだけでなく 

てもこういった交流会は続けてほしい。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

 ：次回の予定も概ね決まっている。 

    〇四季の郷 

    ・ＧＨ連絡会もあるが、こういった西エリア内の付き合いがあるのはいい 

こと。ＧＨ連絡会は市内のＧＨが参加していて、どのくらいの数かはわ 



からない。西エリアは３種のＧＨがあり、共通している課題もあれば、 

対象の入居者が異なっているため異なる課題もある。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

 ：日中サービス支援型は、入居者で粗暴行為があるという話があった。 

  包括型・外部型は入居者が比較的落ち着いているので、そこの違い 

はあった。 

包括型・外部型は日中活動先があるので気分転換できる場があるが、 

土日休みもあり、余暇活動できる場があるといいというのは共通し 

ている意見。 

日中サービス支援型は入所している方がホーム内に活動できる場所 

があるが、場面場面で使える場所があるといい。 

    〇浜松市西障がい者相談支援センター 

    ・ＧＨ側からもいろんな相談があるのではないか。 

     →好生会三方原病院 

      ：あります。どの段階で受診を、などのタイミングの相談など。 

医師によっては、薬の効果が期待できないと環境を調整した方が、 

と言うこともある。 

    〇みなみ 

    ・２名交流会へ参加したが、同じ悩みを持っていることが分かってよかっ 

たという意見が出ていた。強度行動障害や粗暴行為など、その対応が聞 

けて良かった。 

 

４ 協議事項 

（１） 令和７年度エリア連絡会の活動について 

  ①全体会構成員と部会メンバーの承認 

資料に基づき説明 → 承認 

 

  ＜質疑応答・構成員からの主な意見＞ 

   〇相談支援事業所まど 

    ・スケジュールが大変そうだという印象。 

     居宅イキイキ生活部会は実態調査で何件くらいまわる予定なのか。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

 ：４月に集まって考えていく。今のところまわる予定はまだない。 

    ・集まった方から事例を聞いていくのか。 

     （サービス（フォーマル・インフォーマル）の必要なところをどう聞い 

ていくのかがわからなかったため） 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

      ：個人の事例を持って集まってくれるので、聞きながら進めてい 

く。スケジュールは大変であれば、１回とばすなどしていく。 

    ・こども部会の事例検討は１回でもいいのかな、とも思う。事例検討会と 

しなくても事業所で困っていることを話し合うでもいいのかなと思う。 

    〇浜松市社会福祉協議会西地区センター 



    ・居宅生活イキイキ部会の中間報告会はどこに向けてのものとなるのか。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

      ：部会の進捗状況を全構成員に伝えたいと考えている。居宅も事例を 

持ってくると思うので、その対応を中間報告会でフィードバックで 

きるといいと考えている。 

    〇相談支援事業所まど 

    ・部会メンバー以外の人（就労事業所など）が参加できる機会はあるのか。 

     参加し、聞ける場があるといい。 

→浜松市西障がい者相談支援センター 

     ：検討する。そのための中間報告会でもある。 

    〇浜松市社会福祉協議会西地区センター 

    ・部会で必要な事務作業（例えばアンケートをまとめたりなど）はどこが 

やっていくのか。全てセンターで、だと負担が大きい。 

    →浜松市西障がい者相談支援センター 

     ：センターはあくまで事務局。事務作業等は分担できるといいなと考え 

ている。 

    〇相談支援事業所まど 

    ・多く参加いただけるのはありがたいが収拾がつかなくなると大変。 

     進行や議事録なども含め、流れをみんなで考えられるといい。 

    →浜松市西障がい者相談支援センター 

     ：一つ一つやっていければいい。 

    ・１年で完結というよりは２年単位など、先を見て動いていく感じか。 

    →浜松市西障がい者相談支援センター 

     ：フィードバックできるものがあり、参加してよかったと感じられれば 

理想かなと思う。 

 

５ そ の 他   

    〇ビバ入野 ２月～ビバ入野のサービス管理責任者になりました             

 

６ 閉  会  浜松市西障がい者相談支援センター  

 

 以上 


